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 ●環境の知識を知恵（認識）に変化させる 

セミナーのテキスト（概要） 
 １、地球は病んでいる 
 ２、温暖化の影響 
 ３、日本の分野別、ＣＯ２排出量 
 ４、企業のゴミ（廃棄物）内訳 
 ５、企業のゼロエミッション 
 ６、家庭からのＣＯ２排出量 
 ７、家庭のゴミ内容 
 ８、家庭のゼロエミッション 
 
 
 

 第６回 ＬＢＴの仕事の基本セミナー 

会社と家庭における３Ｒで経費節減する方法 
（ゴミ出さない、再使用する、リサイクルする）  

         

熱があるな

熱があるな
一人ひとり
　 何ができるか？
一人ひとり

　何ができるか？

LBT 講師 末広繁和（作成）  (出展)STOP 温暖化 2005 環境省 
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２、温暖化の影響 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(出展)STOP 温暖化 2005 環境省 
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３、日本の分野別ＣＯ２排出量 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(出展)STOP 温暖化 2005 環境省 
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４、企業のゴミ（廃棄物）の内訳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(出展)産業別種類別廃棄量 2003 環境省  
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５、企業のゼロエミッション 
  ●循環型社会法整備  環境基本法、廃棄物処理法、資源有効利用促進法 
  ●ゼロエミッション ３Ｒ（燃やす、埋めるをなくする） 
    Reduce リデュース  発生抑制 
    Reuse  リユース   再使用 
    Recycle リサイクル  再利用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

家庭から 
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６、家庭からのＣＯ２排出量 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出展）環境白書 2008 

 

家庭での省エネの例 
（出展：エコライフ･ハンドブック内閣府国民生活局）  

１.冷房機器は室温 28℃、暖房機器は 20 度目安に 
２.冷暖房機器はこまめに ON・OFF 
３.冷蔵庫は壁から適切な間隔をあけて設置 
４.電気、ガス、石油機器を購入するときは省エネ型 
５.部屋の照明器具は省エネ型の電球型蛍光ランプ 
６.冷蔵庫内は季節に合わせて温度調整、詰込み過ぎない 
７.電気ポットなど電気製品のコンセントをこまめに抜く 
８.煮物の下ごしらえに電子レンジ活用 
９.テレビはつけっぱなしにしない 
10.シャワーのお湯は流しぱなっしにしない 
11.お風呂は間隔をおかずに入る、追い焚きしない 
12.車の運転は経済速度で、急発進、急加速しない 
13.外出時はできるだけ公共機関を利用する 
14.自動車タイヤの空気圧は適正に保つ 
15.自動車のアイドリングはできるだけいないように 
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７、家庭からのＣＯ２排出量 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（出展）エコライフ・ハンドブック内閣府生活局
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８、家庭のゼロエミッション 
   家族でキャンペーンチャレンジ 
    ●ＣＯ２私のチャレンジ宣言 １人、１日、１Ｋｇ/CO2（環境省） 
    ●減ＣＯ２（ゲンコツ）キャンペーン（長野県） 
    ●環境家計簿（環境省） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

会社から 


